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ABSTRACT 
    
Recently, reduce of human resources such as induction guards on the street has become serious due to the 
effects of declining birthrate and other factors. On the other hand, there is a danger such as a sudden 
passage of a vehicle and similar in the work of vehicle guidance security. On such background, the purpose 
of this research is to reduce the burden of the security guards by detecting advancement of vehicles passing 
using a equipment during the work such as guidance guidance of passing vehicles on the road. For this 
purpose, a vehicle passing information transmission system on the road was developed by joint 
development with Aomori Michinoku Security Insurance Co., Ltd. 
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表 1  車両検知センサのトレードオフ 
センサ方式 検知距離 値段 備考 
超音波 8m 安い 距離が足りない 
レーザ 30m 高い 狭ビームのため、広い範
囲の検知に工夫が必要 









感圧  安い 道路にマットなどを敷く必
要、該当部品が無い 
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図 2  新日本無線製のドップラー型電波センサ NJE4265 
 
 




























図 5 パラボラディッシュを取り付けた電波センサの路上評価 
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図 7 パラボラディッシュ付・方向判別センサの路上評価 
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図 9 超音波型・方向判別センサの路上評価1 
 




















































図 11 超音波センサ部 
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図 14   装置への防水機能と通過確認ライトの追加 
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りで100%近く、下りで80%程度の検出率を確認
した。その一方、上り下りの切り分けに関して
は、試作した装置が有するドップラー周波数の
違いによる向かってくる車両と遠ざかる車両を
切り分ける機能との相関性が確認できなかった。 
一方、超音波型としてオーミック電子社の方向
判別型センサを用いた装置では、通過車両に対
して手前車線で80%程度、奥方の車線で50%程度
の検出率を確認した。しかし、本装置における
上り下りの切り分けの性能に関しては、例えば
手前車線の通過に対して正しい認識の確率が60%
程度であった。しかし2018年度には、超音波およ
び電波のセンサを用いることで、手前車線での
車両の検知率が実用レベルに近くなることが確
認できた。 
 今後の検討課題として、電波型ではセンサを 2
つ以上の数量を用いることや、レーダタイプの
採用による上り下りの切り分け性能の向上が必
要となる。また、超音波型の場合には、機器の
購入により、評価を行う路上にて手前車線での
認識率を優先する等の検出目標に対する検出感
度の設定や、路面に対する装置の地上高さ設置
角度の最適化を詳細に検討する必要がある。ま
た、システムの取扱の簡便化や信頼性の向上の
ための装置の改良や、恒久的な防水構造でのバ
ッテリー等も含め実運用による検証が必要であ
る。更に、車両検知時の車両の画像も 200m 先に
伝送する機能を追加することを予定している。
その上で、本格的な信頼性を確保する為、機構
設計を外部に委託するなど他の企業等との連携
も必要と考える。 
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要 旨 
近年の少子化等の影響により、路上における誘導警備員などの人材不足が深刻化している。ま
た、これらの業務では、たとえば突然の車両の通過などによる危険が伴う。そこで本研究では、
路上での通過車両の誘導警備などの業務時における、事前の車両の通過の検知などによる警備員
の負担の軽減を目的として、青森みちのく警備保障株式会社との共同開発により、路上での車両
通過情報伝送システムを開発した。その結果、2018 年度には超音波および電波のセンサを用いる
ことで、手前車線での車両の検知率が実用レベルに近くなることが確認できた。 
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